
利

敗

に

お

け

る

会

名

の

啓

「

遂

令
符
と
い
う
の
は
、
瑛
条
項
に
お
け
る
杵
鹿
の
壷
で
あ
っ

て
、
婆
二
客
人
は
三
字
以
上
の
連
綿
が
一
確
ま
う
で
あ
る
、
し
と

き
ホ
す
物
で
き
狩
っ
て
い
る
も
の
で
あ
空
二
字
の
線
ま
う
の
埼

会
に
は
熟
蘭
で
あ
る
、
」
と
が
多
い
・

、
t
の
符
発
に
つ
い
て
、
碑
庵
蚤
減
債
艶
に
次
の
よ
、
7
に
乱

い
て
い
ろ
．

川
　
比
′
響
艶
・
二
写
′
埠
ハ
・
ヰ
ハ
方
・
剖
ハ
左
ナ
上

二
号
時
八
・
す
ハ
号
ウ
弔
ナ
り
・
軸
ハ
雪
下

サ

　

ハ

ウ

抜
。
纏
∵
看
て
ヂ
ハ
サ
刊
共
一
元
7
也
。

、
…
に
説
く
町
は
骨
時
の
弊
京
を
風
味
す
る
が
、
可
誓
品
版
街

や
鼠
捧
倖
汲
ド
頒
～
引
か
れ
て
い
ろ
「
音
玖
L
、
毎
壷
に
お

け
る
碍
1
像
の
敢
靖
仕
る
且
す
る
．
桝
え
は
、
会
澤
束
帯
告
箸

診
要
の
諦
産
が
隻
五
年
二
手
′
【
）
品
聖
し
た
本
で
も
、

手
ゾ
寮
セ
　
ニ
ケ
の
昔
苗
2

卑
〉
鮮
　
（
〓
サ
の
初
領
ヱ

園

臥
す
軋

畢
当
て
　
畢
萄
　
師
範
ヂ
確
－

I
と

′

1
　
（
ニ
ケ
の
音
希
う
）

和
．
彗
キ
・
尉
磁
7
　
萄
‥
嘲
7

（
二
年
の
訓
碩
み
）
〔
竺
鼻
功
は
登
庁
〕

の
よ
▼
う
に
周
い
ら
れ
て
お
う
、
柏
原
宮
家
戎
倖
艶
に
説
く
沖
と

同
じ
で
あ
る
．
挽
玖
刻
の
ル
書
芸
い
て
も
可
視
で
あ
フ
て
・

え
げ
、
止
本
号
木
賃
薯
賃
夏
キ
（
一
。
ヘ
七
）
乾
で
も
、

亨
の
会
得
を
、
蒼
l
が
ら
示
す
と
・

珂
－
準
喜
．
草
鞋
享
ト
　
ム
千
束
ナ
ラ
去

整
粛
　
　
啓
彗

（
寺
領
ふ
）

へ
I
が

（
刊
苛
亮
）

の
よ
う
ド
椚
い
う
待
て
い
ろ
．

L
が
し
甘
が
ら
、
刊
茸
の
堆
て
が
令
亡
、
；
よ
ク
苗

い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
．
糖
に
、
孝
安
初
劇
と
斗
そ
す
潮
見
〆



子
安
蚤
に
は
、
、
＼
れ
う
と
凋
い
す
が
又
与
っ
て
い
る
．
し
か
も

、
そ
、
、
で
は
埼
刃
き
働
し
て
、
ふ
碕
と
そ
の
頒
管
良
化
が
認

め
ら
れ
完
で
一
の
フ
て
、
、
＼
礼
を
督
し
て
泉
賃
㌢
左

耳
っ
げ
ろ
、
i
が
試
本
そ
う
で
あ
る
．

雀
生
木
符
に
つ
い
て
盈
で
れ
た
脊
牙
に
、
中
田
乱
入
博

士
1
是
本
の
司
啓
的
賃
も
昔
昌
い
て
昔
官
命

ど
ら
ト
た
千
で
す
乱
さ
れ
た

㌃
軍
そ
、
主
は
、
葺
儲

を
牙
祭
J
K
ろ
産
と
し
て
、
「
連
嘗
沸
し
ー
て
注
甘
、
・
上
皇

呈
ふ
祭
峯
祭
・
整
町
寧
九
各
尊
且
な
ど
ヰ
キ
勧

登
最
不
易
奇
と
1
て
、
の
耳
賓
初
期
ト
は
「
放
せ
の
ご
と
さ

朝
退
会
の
皐
月
斉
膿
が
な
い
と
見
た
い
し
（
膏
娼
者
、
九
空
風

・
∽
達
会
耳
と
認
め
る
も
の
（
口
丁
口
の
符
鹿
）
は
「
三
成
ズ
坤

壷
筈
単
品
嵐
の
香
里
て
す
且
会
で
あ
ろ
と
小
へ
ろ
の

で
あ
る
L
（
九
六
七
頁
）
、
囲
雷
書
製
を
垂
奈
二
千
（

「
＝
。
）
魚
l

二
は
∵
す
で
に
音
今
刊
本
の
巨
利
が
生
じ
て
お
る

や
う
で
あ
る
L
へ
九
才
二
‥
頂
）
、
な
と
の
諸
患
1
措
智
ら
れ
た

け
靖
は
、
・
＼
の
秤
指
摘
か
ら
、
基
本
的
に
は
甚
し
く
出
力
も
の

で
は
な
い
が
、
ふ
埼
そ
の
も
の
の
弟
鑑
y
番
と
い
う
芋
蔓
葱

と
苑
て
て
、
子
牛
か
湖
か
ら
ヰ
費
後
期
と
い
・
晶
領
苗
定
す
る

着
の
時
期
の
留
苛
瞥
骨
督
し
て
、
者
の
瑠
ぞ
椅
た

素
と
哲
学
、
子
年
初
潮
㌻
ヰ
年
後
周
ド
か
り
て
の
み
埼
潮

の
、
壊
管
等
孟
息
の
笠
と
・
致
警
し
て
北
え
て
、
ヤ

の
将
錘
と
孝
ス
・
、
＼
机
1
泉
乾
史
の
ヤ
ー
て
梓
還
ヅ
け
る
こ
芸
域

み
た
∵
も
の
で
め
る
．
碑
せ
て
、
会
符
の
膿
鰭
と
形
亀
と
が
屋
へ
し

た
珠
芸
け
年
会
く
珂
窟
髄
ド
朝
化
す
る
、
＼
と
の
あ
フ
良
明

避
l
こ
も
了
牛
た
も
の
で
み
ろ
．

一
・
令
符
卦
の
碕
打
球
守
へ
患

1
早
年
初
潮

サ
冬
物
瑚
（
九
せ
詑
）
の
刊
野
草
ボ
い
て
は
、
一
朝
蒜

殊
！
巌
轟
い
て
・
賢
人
恩
の
引
致
諮
・
が
令
符
と
周
“

て
芸
が
・
そ
の
間
い
す
は
、
、
の
痺
空
曹
傘
去
竿
島

で
あ
フ
て
、
壊
す
蓬
ゲ
と
の
中
央
－
こ
笹
C
月
く
、
n
T
□
の

す
式
だ
け
で
娠
軍
、
＼
八
は
・
孝
三
亨
を
貴
君
と
い
、
プ

破
館
よ
す
も
り
で
あ
フ
て
・
‡
三
重
㌢
三
裏

（
以
下
「
せ
会
L
と
痺
ご
と
・
和
づ
題

lI
碑
み
に
よ
蓬
舎
川
下

「
訓
か
∵
と
げ
ふ
こ
と
と
l
陸
桝
す
る
と
∵
フ
こ
．
と
1
。
は
未
だ
負
っ

て
い
な
い
・
．
放
せ
？
、
に
～
こ
哩
犯
し
て
珂
い
ろ
日
か
ぢ
見
ろ
と
、

い
わ
酔
泉
か
化
の
賦
鑑
で
あ
る
。

7

位



・
例
え
ば
、
（
告
）
「
′
去
姿
見
ぞ
珂
い
て
い
る
、
小
某
麿

藷
芸
舟
等
勲
の
会
符
と
見
る
ト
、
平
本
で
は
会
十
十
例
が
冷
わ

れ
、
そ
の
う
ち
字
音
瑠
み
の
塩
谷
が
ユ
崩
、
本
領
み
の
迫
舎

十
例
㌣
あ
フ
て
、
普
ド
戎
亨
と
壊
す
と
の
す
東
に
縦
歓
と
省
く
形

㌻
事
－
ウ
．

磐．可

．
丁
　
′
丁
入

牢
酔
　
顔
辛
夷

ウ
ス
メ
鈷
叩

鶴
I
も

00

β

幻
藻
　
琴
曹

〔
李
音
ヤ
婆

（
ぇ
）
へ
L

A
p

二
／

卒
搾
　
丁
も
頒
友

治
－
病
苦
．
．
ふ
㍗
予
的

〔
有
利
蒜
り
彗
　
丁
か
　
」
㌣
耳
　
無
料

空
夢
　
彗
扉
す
る
賞
明
　
埜
耳

廟
γ
戦
　
難
癖

え
、
乙
本
で
も
今
言
一
例
が
紛
わ
れ
・
て
の
う
ち
字
音
碩
み
の

迫
余
す
一
一
両
、
和
訓
碩
み
の
迫
令
が
ナ
ヘ
研
ぐ
あ
っ
て
、
可
い

く
大
藩
と
接
す
と
の
臭
に
放
線
を
引
く
弔
す
め
る
．

′
［
官
音
浄
あ
ぇ
草
子
　
已
－
甘
　
夜
－
私
は

咋
－
烏
　
蛍
・
虎
会
1
才
．
？
往
l
準
去

丁
勿
l
ヰ
・
苛
　
乃
・
至
　
　
l
忍
題
碑

次
に
、
ヲ
コ
土
器
丁
聖
餐
も
用
い
て
＝
る
、
静
夫
ず
本
会

尤
悪
風
王
管
乾
の
ふ
警
告
に
、
例
え
ば
空
音
貧

二
刺
が
掛
れ
仕
、
そ
の
う
ち
豊
雪
の
軋
会
が
丘
ユ
‥
列
、

寄
告
退
か
が
五
胡
で
あ
フ
て
、
共
ド
漢
字
と
戎
亨
と
の
平

泉
l
こ
級
轡
～
封
く
形
で
あ
る
．

〔
字
音
〕
老
巧
l
す
吼
ニ
㌻
確
浮
・
国
　
敗
走
L
I

子
禅
学
オ
増
す
鞄
、
草
申
子
悦

で
尤
　
玖
・
水
　
空
壊
早
朝
　
伶
・
拳

患
壷
凌
・
憩
鮮
・
潔
領
－
胡
・
福
－
後

学
繹
脅
彗
平
熱
夜
連
子
諾

炒
ふ
軋
照
l
確
畢
色
．
永
・
菜
徽
・
璃

人
l
屯
て
汲
－
粗
く
　
簡
－
硯

【
寄
〕
甥
細
　
事
か
∴
響
金

．

L

r

 

r

．

ン

　

　

　

＿

「

■

　

．

L

’

．

1

マ
ト
′
¶
朋
、

響
牢
チ
鍬
け
野
崎
・
食

＝
脚

何
・
軋
ッ
　
重
㌻
与

幣
封

昭
ぷ

笥
都

或
1
珂
見
通
・
刺

子
乳
棒
l
奇

功
一
骨
承
・
怠

阜
∵
生
　
竜
l
取

使
－
利
巌
・
速

攻
・
菊

t

亨
鋭
尊
－
耳
財
産

赦
・
鳳
は
ら
丁
喜
丁
号
巧
夜

上
丁
羞
衝
∵
琴
欲
．
平
取
1

不
・
正
成
・
青
野
払

乞
－
敢
孝
明
錬
・
布

▲
′
　
　
　
　
，
′
マ
ヤ

〔
中
朝
し
み
・
萄

彗
彗
隼
亀
倶
・
丸
鵜
妙



そ
こ
で
、
以
下
昔
初
潮
の
刊
蹄
牙
再
の
合
管
長
l
巌
7

、
ふ
賓
革
と
ヲ
コ
ト
勲
の
郎
弔
ド
よ
フ
て
会
規
し
．
そ
れ
や
れ
の

刊
賢
弟
に
つ
り
て
．
亨
骨
頂
ん
ー
奔
刊
領
み
と
き
例
重
し
、
、
＼

比
が
何
れ
の
刑
で
あ
る
こ
と
を
調
嫡
す
1
〃
．

1
．
ヲ
プ
ト
魚
該
が
塘
路
魚
の
も
の

0
台
憲
蚤
へ
音
響
竹
野
算
十
盲
玖

量
子
隼
五
二
平
泉
戒
－
乾
草
聖

石
刊
】
聖
和
咋
毒
し
享
〉

孝
訂
．
普
密

○
都
督
葺
諦
豊
長
吉
ご
至
㌻
例
一
重
）

シ【
々
与
】
草
逆
慮
I
も
l
桔
－
亀
て

石
刊
】
鞘
＝
喝

〇
人
花
園
孝
普
ハ
注
サ
法
豆
吾
響
箪
‡
嵐

写
せ
ヤ
も
ろ
に
九
l
七
・
号
壷
当
所
・
乱

【
箭
〕
諾
粛
空
げ

○
空
書
法
豊
海
等
盈
寮
長

水
ホ

C
号
骨
〕
ヰ
▲
理

茹
朝
〕
ぴ
l

手
打

軋
櫓
の
小
中
森
隻
か
虎
青
魚
も
脾
玖
瀧
で
あ
ク
・
＼
、
、
、
卜
嵐

す
ろ
．
滑
殊
旦
？
＼
撚
り
の
首
相
は
、
か
毘
鱈
朝
が
比
慕
与

く
・
ヰ
項
種
物
刻
の
も
の
釘

l
グ
い
。
放
フ
て
、
会
符
が
耳
く
か
ら

．
艮
わ
れ
て
い
た
＝
と
が
桓
ら
れ
る
。

2
・
ヲ
コ
長
事
些
艶
㌻
の

0
山
田
本
営
諸
君
晋
後
宮
眞

〔
告
ヱ
甲
彗
雪
ぎ
畢
吼

車
軋
†

′
ヽ
・
ヽ
と
t
こ

〔
本
朝
〕
璽
璽
チ
項
・
硯

不
・
礪
和
瑞
垣

依
t
山
て
　
具
・
彗

牟
右
耳
隼
以

0
尊
命
麦
五
号
（
八
一
一
へ
）
敗
（
ふ
ナ
ヘ
㌻
例
示
）

〔
亨
甘
〕
別
・
毎
　
戚
丁
毎
。
と
畢
れ
　
痩
・
軋

生
・
範
、
痕
・
軋
7
、
今
ム
勺

【
中
旬
〕
手
癖

○
放
す
材
会
光
明
巌
跡
五
経
発
揮
甘
栗
（
を
か
夕
桝
l
市
）

写
す
二
及
－
丸
「
・
賂
－
鞄
享
よ
っ
号
も

一
、

〔
車
刊
‡
李
叱

○
東
急
乾
会
を
簸
甘
馨
璧
ギ
（
ヘ
ヱ
）
魚

1

，

9

・

、

．

と

　

　

　

　

し

［
写
す
〕
岬
・
屯
む
疑
l
梅
吉
卑
域
　
や
敢

［
和
利
こ
墨
病
。
地
主
聖
葺

3
．
ヲ
フ
ト
艶
境
が
易
二
群
発
の
も
の

○
票
寸
本
会
孔
明
承
工
後
者
艶
へ
各
（
川
井
が
タ
か
払
）

亨
寺
山
不
憫
題
戦
（
を
）
　
本
・
範
軍
（
）

脚



畢
生
て
（
息
且
）
　
軒
l
嘩
乙
会
J
ふ
ゑ
）

〔
有
利
〕
傲
l
軒
（
患
）
　
牟
ボ
蒼
）
機
粛
東
上
ノ

○
山
田
本
嵐
弥
和
上
生
兜
率
尺
紆
賛
白
魚

［
夕
空
響
寺
　
格
題
瑞
．
率
l
軋
て

嘩
壷
陀
　
軍
報

【
和
利
〕
聖
紳
　
喝
‥
来
テ
吾
郎

○
申
薯
祭
菜
袈
彗
す
れ
上
璽

か
ノ
」

三
十
千
哉

し

［
亨
畳
邑
l
鮨
諸
丁
止
し
親
－
頭

【
宗
〕
五
l
ホ
む
炒
l
㌶
「
餐
巌

敏
一
乾
季
音
域

叡
－
釘

〔
焉
】
子
璃
右
‥
載
て
子
晩
て

朝
l
父
∵
む

○
聖
語
簑
誓
抵
Å
茅
ヰ
九
す
敗

軍
号
牟
礼
　
能
－
如
　
才
●
吼

〔
宕
）
舟
丁
清
　
華
乳
　
云
亙

・
′
小
．
1
－
▲
H
　
は

吉
．
ヲ
プ
ト
受
講
が
答
申
隻
の
も
の

○
叫
田
本
乳
鉢
物
上
生
気
辛
入
柊
替
え
魚

［
亨
号
味
・
彗
主
耳
聖
賢
熊

石
刊
レ
撃
砕
　
準
乾
　
巨
・
紅
′
く

て

摺
卜
以

免
・
率
・
久

由
は
和

十
．
ヲ
コ
ト
無
清
が
幕
三
好
野
心
も
の

0
ヰ
鹿
本
久
謹
書
化
螺
警
芸
東

【
昔
〕
撃
炉
止
も
手
車
昏
・
顛
革
聖
も

【
和
利
〕
や
れ
∵
革
刃
ヾ
埜
五
∵
争
ヰ
（
日
韓
）

○
把
薇
丁
翰
軍
産
七
キ
（
八
へ
巴
乳

∨

／

　

ゥ

　

　

し

【
す
す
〕
貴
－
壊
一
頗
－
軋
戒
－
尉

【
宗
〕
轡
撥
今
都
　
華
薮

○
知
見
費
捲
一
姦
吾
妻
貰
拳
最

畢
璃
7

磐
壇

0
質
草
最
経
粛
受
貿
易
九
す
艶

写
す
】
窄
鞄
号
打
左
　
耳
・
法

，
ヽ
－
′
、
t
レ

嘉
刊
〕
頒
・
☆

書
芸
廟
の
嘗
習
う
，
ト
魚
雷
、
靖
殊
私
と
隼
と

布
地
の
鼻
l
群
汲
が
ら
堵
ア
群
発
ま
で
の
p
栗
の
い
す
九
か
ド
烏

す
る
も
。
そ
あ
ク
、
合
掌
た
炭
里
宣
誓
ま
早
速
－

い
ろ
・
L
が
し
、
訂
顔
で
も
ふ
符
の
司
渚
は
円
い
手
？
て
・

ケ
一
7

〔
字
音
〕
一
・
品

響
過
払
㌣
下
字
料9

′

華
か
　
テ
輝
久
厳
粛
l
諷

廊
－
堪

ト
寸
一
〃
†
q
ノ

澤
ノ
と
諌
亨
と
の
す
え
1
こ
放
線
乏
引
く
朝
で
あ
る
・
子
に
l
2
7

華
か
　
　
右
†
差
す
と
え
・
り
れ
晶
も
雪
が
、
寺
大
雪
符
の
埋

草
り
凰
巨
王
も
‡
あ
1
て
・
了
に
は
葺
首
悉
う

九
も
∴
∵



ヱ
高
月
の
朝
黒
番
の
ヤ
ー
；
は
、
丸
大
尊
命
の
「

・
久
・
軍
も
廣
●
へ
そ
遺
草
激
辛
理
之
琴

b
・
革
軋
琴
巌
　
　
苧
軌
範
鵜
t
f
（
埼
）

の
よ
う
に
、
一
九
年
奇
談
み
の
ふ
符
し
　
な
　
も
．
の
も
あ
る
．
わ

の
r
顔
・
哀
し
は
1
完
L
・
1
謳
・
朴
」
㌢
一
一
L
と
中
朝
l
こ
謙
ん

だ
と
見
ろ
飴
氾
も
め
る
が
、
収
に
こ
れ
、
ク
も
亨
高
音
あ
っ
た

と
と
て
も
、
碑
～
車
刊
育
ち
の
叫
が
鑑
札
な
い
と
オ
え
ら
れ
る
の

で
あ
う
て
、
暮
如
胡
と
し
て
ほ
、
号
音
鞍
み
だ
り
に
口
l
口
の

ふ
符
～
同
い
蚤
み
ト
は
罰
い
な
が
フ
た
と
え
々
＼
と
が
ネ
即

金
で
あ
ろ
こ
と
堕
九
渦
〆
簡
明
㌻
咽
与
が
芸
ろ
．

抹
上
の
碗
例
を
迫
い
て
な
る
に
、
暮
わ
瑚
ト
は
∵
す
骨
碑
み

ヰ
用
の
本
符
と
中
刊
領
み
ヰ
田
の
令
椅
と
き
升
酌
上
匡
列
し
て
用

い
る
こ
と
は
未
だ
行
わ
れ
牟
（
里
レ
酌
を
接
て
字
寺
領
み
と
秤
刊

瑠
み
と
い
う
二
フ
の
膿
解
き
泉
し
て
い
ろ
・
坪
十
本
符
は
孝
畑

ろ
迫
令
と
い
．
つ
東
成
と
泉
了
だ
け
で
あ
フ
て
、
漣
舎
了
と
す

寺
領
㌢
巷
み
と
∵
7
甥
乱
の
そ
；
て
形
を
号
音

と
い
「
小
化
が
木
だ
行
わ
れ
て
い
り
ニ
ラ
た
、
と
ん
与
れ
身
の

で
あ
る
．

促
し
、
l
っ
の
刊
軍
賛
竹
㊥
I
こ
お
け
る
、
す
す
堵
み
き
衣
し
た

か
符
の
刺
教
と
、
有
利
頂
宣
長
し
た
本
杵
の
例
教
と
を
比
ぺ
ろ

と
、
弟
碑
の
小
義
芸
確
ヰ
黒
寺
本
・
乙
本
の
よ
う
h

新
刊
領
み
の
例
歌
が
す
寺
領
良
の
勅
裁
よ
う
も
タ
も
の
も
今

、
一
才
直
入
寸
本
会
光
事
罷
工
頭
等
鼠
の
よ
・
．
つ
k
呈
車
窓

舛
勲
が
和
利
頂
み
。
桝
叡
号
タ
い
も
の
も
め
る
．
姥
乗
蕗
柊

尤
履
各
人
告
糞
の
序
寡
言
繁
る
と
、
す
骨
頂
与
が

ニ
∂
且
桝
で
め
る
り
に
潮
－
て
奔
刊
頚
音
へ
刺
だ
l
T
で
あ
っ
て

写
す
領
事
屡
盟
り
－
；
タ
～
㌢
て
い
ろ
．
予
告
仰
潮
で
も
貨
・

潮
の
竣
叶
ト
は
・
＼
の
彼
の
も
の
が
タ
い
ず
フ
で
あ
カ
。

Ⅲ
　
キ
昔
瑚

ヰ
安
中
瑚
（
十
せ
匪
）
の
刊
蚤
へ
叶
去
い
て
も
、
入
朝
舎

刊
段
落
は
ふ
席
の
潤
い
す
が
ヰ
費
初
潮
と
珂
巨
で
わ
ろ
が
、
一

句
の
姿
押
畔
芸
い
て
は
芸
へ
わ
刻
ド
見
ぢ
れ
与
か
7
穴
瀞
し
“

羽
音
が
現
れ
て
各
る
．
前
者
を
4
顧
と
し
、
婆
ル
と
ら
瀬
と
す

カ
・
、
月
額
と
は
、
・
会
碑
が
壊
す
と
孝
と
の
甲
犬
の
放
線
か
け
で

あ
フ
て
、
す
音
譜
ふ
と
ヤ
刊
頂
み
と
を
区
別
し
け
い
も
の
で
あ
る
．

β
親
と
は
、
会
符
が
犀
に
遽
舎
轍
甘
ま
す
だ
け
で
な
く
、
字

音
領
み
の
迫
舎
す
今
と
葬
制
竣
み
の
迫
今
朝
ふ
）
と
～
外

れ
上
匝
則
す
る
も
の
で
あ
フ
て
・
位
畳
の
弟
に
よ
フ
て
・
甘
食
は

達
て
戎
ぜ
ノ
と
の
で
祭
放
線
で
泰
斗
制
令
は
接
す
と
頒
亨
と
の

／’
へ
ノ

．
／



明
星
キ
ク
の
総
統
で
友
す
も
の
で
あ
ろ
・
押
上

・
貫
　
　
ロ
ー
ロ

制
令
　
　
ロ
ー
ロ

と
し
て
区
別
し
て
珂
い
ろ
も
の
で
あ
る
。
β
戦
き
用
い
ろ
刊
乳
質

骨
は
、
個
々
ぐ
ほ
な
く
、
ラ
フ
主
祭
渚
さ
重
し
く
す
る
一
食
の
系

統
の
し
の
で
あ
る
．

以
丁
、
泉
質
卑
き
ヲ
フ
ト
艶
請
の
形
式
ド
よ
フ
て
久
増
し
、
、
＼

孔
を
月
項
と
β
親
と
に
こ
入
射
1
て
、
会
符
枝
町
の
青
魚
よ
す
、
＼

と
ド
寸
ろ
。

A
▼
．
額

1
．
ヲ
コ
ト
祭
頭
が
雷
貧
五
巌
一
群
乾
の
も
の

〇
一
盈
賓
把
脅
繹
登
九
長
久
。
九
レ
攻
（
缶
貴
）

〔
写
せ
拝
l
私
よ
　
戎
－
句
る
妄
旛
●
萄
　
了
亀
へ
し

腎
・
鼠
し
て

〔
・
宗
】
畢
褐
　
空
鞄
ハ
）
　
畢
純
音

○
皐
大
書
壷
か
亨
魚
（
皐
一
叢
）

〔
す
す
〕
響
鈍
現
・
乳
質
l
雪
祭
風
て
不
払
ク

営
・
珍
・
鞠
．
教
l
弔
　
え
・
象

［
宕
〕
配
粛
一
パ
梨
　
軌
才
　
磐
部
へ
ア

佗

三
．
全
　
容
の
幣
　
璽
衰
当

、．、ツ

○
裏
九
油
謹
告
ノ
卓
見
（
易
l
是
）

緑
脚
離
郷
莞

一

、
、
れ
ヶ
ほ
受
書
抜
の
毒
す
嘲
雉
壕
軒
で
あ
ヶ
∵
す

止
撮
み
と
争
刊
領
空
ェ
晶
Ⅴ
弟
で
奪
、
れ
て
い
る
．

2
．
ヲ
プ
「
麿
項
が
逐
多
挽
酢
笑
は
夢
二
群
発
の
も
の

○
聖
革
豊
尊
命
昔
士
章
疎
へ
多
面
魚
）

L
字
音
∵
李
出
－
解
号
止
（
t
）
　
了
長
夜
・
点
を

［
和
利
レ
敢
－
現
福

○
硬
豊
等
謹
啓
マ
へ
（
阜
夕
絶
無
）

〔
霊
〕
餐
夢
　
（
呈
り
望
若
い
）

入
用
へ
ヰ
敗
は
看
守
　
櫓
　
佗
空
鴫
の
頚
骨
J
る
も
の
、
濱

ま
蕗
丈
正
せ
孝
丘
革
（
但
し
蔓
：
子
息
誓
言
‥
て

ぁ
寸
、
異
に
前
車
鬼
指
す
瑚
絹
の
首
粛
l
で
あ
る
．

3
・
㌢
ト
艶
璃
打
身
三
群
賢
も
の

○
蒜
蒜
堪
碁
等
転
）

盲
与
〕
蹄
－
如

し
空
巳
年
料
、
碁
・
亀



ヰ
・
ヲ
フ
ト
晃
靖
が
易
器
官
㌻
も
の

．
〇
台
札
奇
警
伊
抄
埜
P
粗

⊥
す
老
こ
鮮
・
か
や
迫
甲
右
膝
・
歌
聖
豹
，

【
車
望
一
票
即
一
霊
鮮

0
滑
空
乱
す
真
吾
成
立
ゑ
耳
十
一
丁
す
乾

す
ゥ
え
六
へ
′
▼
＿
▲
T
　
‥
　
ま
あ
ー
て
　
．

〔
宮
子
蹄
・
葛
．
．
．
」
l
。
凍
・
翠
．
．
潮
・
翔

甲
勺
学
当
草
野
テ

‡
・
◆
i
曾
i
Y
よ

雀
・
辻
．
チ

萄
－
丁
，
ク
に

【
宕
】
聖
教
　
「
豪
l
軋

奉
読
∵
早
珠

〇
万
山
号
喜
入
子
規
昨
挙
絶
す
勲

ナ
；
ユ
7
丁
－
ロ
イ
ウ

〔
葺
〕
愕
・
薫

石
聖
筆
が
彗
如
噴
壷
勘
京
劇
競

無
彦
腐
－
岬
、
、

重
㌻
者
は
l
ゎ
晋
で
や
っ
・
音
冬
晶
元
季
建
崩
せ
各
濠

比
叡
山
廟
婦
の
も
・
の
で
あ
ろ
．

∫
・
ヲ
プ
ト
乳
頭
が
叡
山
欺
・
碑
林
貰
え
は
革
ハ
群
発
の
も
の

0
号
義
教
卑
称
俄
軌
大
原
貰
（
変
。
）
敗
へ
叡
山
尿
）

［
字
官
路
丁
軋
カ
・
布
す
・
馬
丁
l
心
音

e

C

 

T

∵

ン

と

1

て

こ

）

せ

［
本
朝
）
甘
・
求
　
匂
・
☆

○
雷
電
魚
（
革
蛇
こ

ル
′

【
字
音
〕
癌
－
不

牟
刊
萩
画
　
聖
車

0
雷
喜
瑚
放
出
経
ヰ
溌
（
寄
木
群
敗
）

妄
ヰ
〕
野
崎
羅
・
空
き
∴
苧
環
不
軌
号

〔
和
利
】
照
射
へ
を
）
　
級
・
嬰
を
）

、
＼
れ
・
ケ
は
い
す
軒
も
入
甘
偉
比
森
山
蘭
様
の
も
の
と
乱
す
れ
音
．

‘
・
ヲ
コ
ト
艶
璃
町
希
へ
群
先
の
碩
晩
電
怒
り
も
の

0
雷
骨
電
算
各
上
下
姐
至
ヰ
皐
喜
怒

【
タ
ヰ
〕
骨
l
亀
子
（
上
）

ヘ
ヒ
）

［
有
刊
】
及
・
状
　
へ
丁
）

○
石
山
す
賓
把
鵜
羅
経
略
疏
久
凰
ユ
キ
（
窒
）
凰

［
呈
ヱ
揮
肇
会
‥
革
命
病
・
更
を
）

［
有
刊
〕
私
－
ぺ
呆
ム
）

○
サ
靖
温
孝
経
巻
を
一
丁
を
ハ
甘
党

〔
多
望
甜
∵
預
る
五
官
丁
　
瑚
－
巧
や
勺
牟
こ

欄
・
軋
牢
㍉
る
草
㍉
」
ゑ
璃
）

［
宗
〕
賓
が
（
李
）
　
璽
呵
製
品
怠
木
）

、
＼
れ
与
l
工
矛
山
寸
の
頚
飾
と
て
の
希
つ
ナ
蓬
の
才
ド
吠
々
も
の
で
あ

ろ
．
・以

上
、
月
頃
は
、
入
す
号
哀
ヰ
・
人
台
箆
叡
山
・
前
頭
ま

・
ゑ
山
ヰ
詰
朗
様
乙
の
賓
碑
に
わ
た
ろ
が
、
い
す
れ
J
是

3
’
▲
ノ

／



わ
鋤
と
呵
い
′
＼
卑
違
令
の
礁
廉
さ
泉
す
だ
け
言
っ
て
、
写
す

碑
み
と
一
者
靖
み
と
土
色
鋸
し
て
い
な
い

β
　
顆

1
．
ヲ
プ
ト
柴
靖
が
審
且
好
漁
の
乙
意
思
憩
芽
埼

○
寺
御
大
養
堵
羅
鑑
札
寛
子
八
号
へ
芸
大
）
歌

［
せ
全
線
l卵

・

【
訓
告
轡

ム
察
癖
喜
）
　
　
　
　
　
革
一
）

〇
年
各
ノ
各
東
漸
研
易
ケ

喜
全
牟
捗
　
れ
⊥
亘
　
竣
l
　
千
　
丁
筍

［
朝
会
碑
．
軋
，

○
東
ヰ
萩
殆
蔵
取
番
蛛
久
刺
す
服
（
守
夕
法
ヱ
神
祭
）

．
吉
舎
轡
夜
　
璃
●
増
．
砂
壷
　
争
原

一
′
（

螺
・
彰
　
へ
望
・
柁
繹
ル
）

脅
†
ホ
…
γ

記

嵐
・
萄
ろ
ヤ
報
（
を
）

匂
－
凰
て
（
軋
七
）

ア
ナ
　
　
～
ヽ
し
′

邪
題
牽
　
塞
l
市
　
塙
一
塊

ゼ
′

虫
ノ

【
乳
〕
番
由
　
珊
奴
へ
告
′

d
如
け
堀
へ
各
木
）

貴
覧
羅
監
娩
寛
耳
へ
与
艶
は
・
乙
溌
囲
え
甲
た
鑑
み

魯
P
の
賛
料
岩
上
憾
謬
㌻
人
事
官
比
叡
山
の
槽
、
壇
丁

衆
で
あ
る
．
、
ゝ
と
が
わ
ク
れ
う
．
え
、
乙
粟
国
1
伎
町
し
た
人
々
は
、
し

の
を
館
止
巌
山
蕗
、
菅
平
、
者
債
森
鼠
で
今
、
枚
に

牢
を
言
草
i
宕
寸
に
も
璃
え
え
午
、
と
が
智
晦

。
・
＼
の
苛
組
の
姿
粛
l
て
・
青
谷
1
渚
タ
と
漢
号
富
を
放
牧

㌣
哀
し
、
訓
令
互
譲
亨
と
戎
受
ノ
と
の
伺
、
孝
の
綻
彼
で
未
了

と
い
う
直
射
が
、
新
た
ト
謁
や
ク
れ
ろ
の
で
め
る
．

2
・
筋
且
群
艶
？
フ
嘉
を
、
＼
仕
ド
謹
ナ
ろ
朝
野
蕃

○
岩
舟
裏
戸
文
野
寺
亨
魚

［
朝
舎
ヰ
親
鳥

0
后
山
奏
す
蜃
綾
喜
怒

［
ヰ
舎
監
ふ
っ
、
喝
l
語
（
会
し
境
も

玖
・
ち
忍
一
一
）

盲
全
項
・
匙
　
で
友
　
目
撃
矛

［
恥
告
轡
冬
　
轡
喝
7
）
搾
郎

包
昌
々
　
噂
．
吼

0
薗
丈
蚤
毛
管
魚

盲
舎
瑚
・
せ
つ
鼻
・
拡
　
甲
者

【
訓
告
玖
1
度
㌔
大

○
攻
音
埴
輝
碑
人
骨
二
号
（
吾
人
）
致

バ
ブ
・
ン
＊
′

盲
舎
号
・
瑠

せ
ダ
・
へ

軋
競
う



茹
舎
轡
輿
　
喜
，
列
「
奪

○
譲
宮
島
タ
耗
了
青
紫
（
角
．
草
魚
）

彊
岬
射
轡
等
紅
摘

班
璃
顎
画
報
山
親
好

重＿

．
報
7

、
．
′
’

石
舎
誓
正
　
本
．
者

客
＝
卦
（
す
笠
利
今
喜
空
竺

達
者
の
刊
放
ず
可
と
し
て
ほ
、
凋
易
相
の
ル
お
も
を
除
け
か
二
乳

母
祭
．
昔
登
昔
書
（
延
音
域
神
風
）
で
わ
上
緒
い
て
予

を
晶
貰
令
各
州
媛
号
ろ
〆
・
与
れ
太
尊
者
舎

利
李
～
匝
畳
の
声
ド
よ
フ
て
区
別
し
㌣
い
て
、
乙
苛
の
尊
卑

q
私
＝
青
と
同
じ
で
あ
ろ
．
挙
ヲ
フ
ト
発
頭
が
乙
脾
園
と
哺

移
げ
播
く
、
乙
部
宮
か
・
ケ
誇
り
了
プ
ト
節
塚
へ
椅
7
た
、
＼
と
け

ヰ
申
楓
を
芸
認
か
れ
た
と
二
カ
で
瑠
よ
角
去
け
や
し

の
脅
羞
式
も
、
捻
り
く
早
を
ア
瑚
に
さ
て
新
た
ト
を
僚

比
永
山
∴
平
で
も
悪
質
軒
の
堕
迫
で
整
灘
の
ヴ
れ
、
乙

教
範
の
艶
姿
亨
こ
頒
ま
～
・
を
は
譲
肺
の
ヲ
プ
ト
芝
崎
ド
も

人
が
、
或
い
は
、
＼
机
上
孝
す
る
も
の
1
。
ま
で
康
ま
フ
た
も
の
で
あ

ろ
．
フ
．

頒
蚤
晋
へ
上
、
瀞
1
い
事
象
嶺
ぺ
が
九
千
乙
放
風
見
・
り

へ
注
P
）

軋
ろ
こ
と
は
琢
ト
別
布
で
謀
＝
た
と
、
＼
ろ
で
あ
る
・
扱
者
膚
の

刊
本
ヤ
恩
領
亨
の
再
領
老
視
が
考
に
ド
放
れ
ろ
。
と
寸
と
は
そ

の
顔
芽
豊
丁
象
で
あ
ヵ
が
・
ふ
符
芸
け
カ
サ
舎
利
李
の
可

彬
上
蓋
初
も
聖
、
＼
小
鳥
肘
聯
t
た
す
号
亨
象
去
る
。

葺
晶
の
刊
を
射
葺
l
こ
は
・
君
峯
け
た
把
↓
、
－
受

脅
す
k
・
す
今
り
珂
刺
し
が
炒
“
符
1
い
も
の
、
え
・
一
頚
骨
サ

ド
、
刊
舎
用
刺
し
が
扮
“
符
1
い
も
り
が
あ
る
．

ヰ
ケ
品
品
㍗
・
芳
崖
1
い
も
．
の
ド
尺
、
三
つ
の
揚
告
あ

る
・
堕
は
写
す
宵
宮
賛
杏
の
堵
含
め
ろ
・
富
豪
剛

語
草
等
金
線
啓
孝
貨
（
八
八
九
）
形
㌃
桝
が
こ
れ
で
あ

る
・
、
；
剖
雷
管
上
勝
号
に
よ
γ
号
音
背
亨
泰
し
た

も

の

で

あ

フ

て

モ

　

　

　

　

　

手

L

′

り

・

韻
l
ム
　
痕
．
1
曳
　
聖
．
植
　
隼
卑
一
令

呵
l
也
二
か
　
聖
祭
京
r
　
加
「
墜
l
令

の
よ
、
7
ド
会
杵
が
用
い
、
ケ
れ
る
・
椅
l
蒜
豚
凪
の
都
外
の
わ
喪
で

雪
て
本
冬
接
す
瑠
与
√
れ
る
も
の
で
あ
る
∴
㌢
？
、
青
谷
舟
の

み
で
あ
フ
て
・
引
か
の
例
の
見
ら
れ
け
い
の
。
儲
麿
で
あ
そ

－
5

β



賂
こ
け
乙
熱
圏
の
刊
薯
の
勝
本
で
あ
る
・

〇
着
教
育
豪
剛
頂
望
骨
比
婆
倉
三
阜
え
え
）
艶

埜
軍
哀
▼
　
紗
・
生
　
瑞
・
身
　
壊
●
牛
膝

0

肩

山

奇

登

穆

蔓

昔

敢

劾
・
惰
る
′
ミ
ド

〇
五
あ
え
碍
併
載
へ
此
度
迫
理
外
仲
組
み
茅
十
王
玖

施
l
革
　
常
・
断
　
碑
l
葡
　
畢
隼
冬
作

、
＼
れ
与
の
訓
常
背
粁
－
ニ
ー
甘
利
か
。
例
を
掛
う
、
ゝ
と
が
串
乳
互
い
・

し
が
ん
乙
卦
の
賓
翠
あ
る
こ
と
か
・
ウ
1
れ
廿
・
埠
t
刊
太
の

桝
が
放
れ
り
‥
＝
り
で
ま
∵
て
、
β
報
に
慮
セ
し
み
そ
、
と
が
針
久

そ
う
で
あ
る
．

多
言
ヲ
ブ
ト
普
妹
が
乙
原
固
渉
升
の
刊
部
費
弟
の
湯
　
で
あ
る
．

〇
変
身
賢
倉
奪
黍
等
雀
霊
奮
題
五
十
参
責

（
寡
三
鮮
魚
）

具
1
㌔
　
埋
l
戦

。
后
山
音
量
常
套
ヰ
（
九
一
′
三
無
（
淳
蹄
、
頓
味

電
柴
）

賂
∵
亀
　
甲
一
和
）
A
キ
∵
彗
新
．
鳴
る
」

虚
・
亨
李
鋸
・
縁
・
争
議
　
革
を

、
、
れ
・
り
も
訓
令
の
研
き
掛
う
、
＼
と
が
串
本
け
い
が
・
ヲ
プ
ト
許
諾

平
均
　
努
確
り
職
場
4
へ
豊
漁
絶
）

A
は
刊
本
の
中
森
、
ふ
け
朝
会
の
彦
す
う
簸
ぐ
あ
う
、
A

は
二
宮
主
語
と
1
て
刊
で
喜
頭
、
わ
は
一
手
を
そ
れ
ぞ
れ
の

旬
と
「
て
左
の
患
腎
及
吹
す
る
も
の
で
め
第
「
＼
勺
！
7

り
照
弟
は
、
把
の
牌
音
や
諸
常
の
朝
風
ド
未
だ
例
ぎ
見
な
＝
も
の

で
あ
る
．
管
く
こ
れ
霊
泉
真
筆
苛
与
し
て
刊
苛

す
み
も
の
で
あ
フ
て
．
す
す
が
押
r
用
い
与
れ
ウ
い
、
、
と
I
。
募
ゲ

く
、
冒
本
音
絶
品
甘
の
凋
議
で
め
ろ
う
・

ミ
レ
ー
シ

薗
“
丁
甲

l
・
暫
甥

隼
好
事
壷
坤
蔚
磯
か
羞
紅
）

で
増
へ
碧
空

′

一

D
β

か
ら
見
る
と
、
易
苛
ヤ
石
山
ヰ
諺
樺
の
祭
で
あ
る
、
、
と
に
よ
れ

聴
、
＼
項
に
一
催
し
・
ク
ろ
も
の
で
あ
ろ
う
．

淡
に
乳
の
凡
例
と
が
掛
い
得
な
い
も
の
に
、
甘
本
号
紅
屋

痺
蜃
雅
号
絡
・
皇
租
紀
の
辛
苦
l
瑚
乾
が
あ
る
．

瓜
・
れ
粛
　
俄
京
　
や
封
勺
瑚
第
壷
壷

賀
彗
寮
　
（
稚
預
に
）

キ
キ
す
瑚
怠
け
る
ふ
符
は
、
要
す
る
に
、
八
潮
碁
の
す
り
乳
質

卑
L
南
駕
は
7
7
ま
で
も
な
く
怒
号
浮
布
と
そ
の
譲
も
、
大

台
群
星
凍
ヤ
比
叡
悪
者
叶
や
も
ー
が
未
だ
葺
へ
勿
劇
と
珂



r
同
法
で
あ
っ
た
が
、
一
句
芸
鼻
音
布
1
各
意
比
叡
山
の

せ
屠
入
行
の
卑
乙
賢
園
且
牒
方
の
司
と
、
そ
の
事
牟
長
け
た

謹
帰
？
取
憲
な
ど
ー
ド
号
令
と
制
令
と
～
仲
畳
の
弟
で
琶
則
す

る
哀
し
い
オ
ズ
だ
狩
れ
れ
出
し
て
い
た
、
＼
と
が
か
ろ
．

Ⅲ
　
ヰ
卓
絶
劇

乎
妥
後
漸
（
十
哀
絃
）
の
潮
音
村
の
会
符
は
、
豊
へ
中
潮
卜

見
ら
れ
た
4
再
と
β
額
と
の
二
親
の
形
珂
町
引
埠
1
＼
伺
い
与
れ
ろ

が
．
首
の
β
親
と
用
い
る
苗
純
と
賓
射
寿
げ
か
す
る
．

そ
仕
と
共
1
こ
β
額
の
形
を
毅
と
た
が
劇
と
い
う
軌
へ
と
刊
た
1
品

わ
っ
て
朱
る
．
が
再
と
は
、
青
谷
と
制
令
と
皇
位
量
の
鼻
空
陸
列

す
る
が
、
寺
本
が
或
号
婆
と
の
中
泉
苦
く
方
す
り
の
妨
乾

き
摺
い
る
も
の
で
あ
る
．
坪
ち
、

寺
本
　
　
ロ
ー
口

刊
か
　
　
ロ
題
口

と
し
て
区
別
し
て
周
い
る
も
の
で
あ
る
・
以
丁
・
本
刊
草

月
最
・
B
翠
が
瀬
ド
か
け
て
、
本
符
放
頂
甲
の
青
嵐
窒
重
す
、
と

持
す
る
．

十
最
早
を
貴
会
奮
卦
伽
若
還
葡
頃

れ
衣
埜
ハ
ヰ
（
一
三
〓
数

【
受
妄
l
吼
て
空
軍
際
　
卒
撃

【
索
剥
〕
軋
・
嘲
タ
へ

2
・
羞
筑
波
凰
－
大
京
息
髄
葱
裏
浄
儲
絶
息
言
教

書
∵
本
1
毎
年
当
季
卑
孝
彗
薮
・
生

茹
刊
】
彗
亀
一
千
仇
が
幻
豪
妻
l
L

3
・
恩
義
⊥
芙
寸
誉
覆
心
繹
甘
農
貢
重
）
乾

す
ヰ
学
　
卒
る
凍
－
疇
　
牛
革

［
宗
〕
幣
卦
即
・
囁

t
誉
群
放
1
雷
書
体
孝
（
一
。
。
一
一
）
敢

［
字
音
蒜
－
崩
轡
止
　
聖
教

石
刊
蒜
雷
撃
詔
一
定
　
瑠
穀

サ
ル
て
7
－
ノ

御
・
渚

オ

サ

4

月
　
額

£
草
へ
好
粗
－
壷
武
サ
浮
草
塗
炭

【
葺
〕
竿
彗
ト
充
丸
　
威
－
戦
，
ト

石
剖
】
畢
硬

、
＼
れ
・
り
は
音
哲
と
寄
雪
と
が
区
別
丁
れ
す
、
中
央
五
絶

縁
で
谷
崎
が
潤
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ヶ
・
蛋
・
空
欄
ド
も
適
す
る

叶
の
相
法
で
あ
る
．
ヲ
フ
ト
番
頭
か
ら
軋
る
と
、
斗
壊
す
周
の
月

輿
と
重
し
耳
統
や
め
ろ
・
押
う
・
を
長
音
寸
、
各
藷
比
叡

わ
／

■
一
ノ

／



山
、
南
都
護
憲
瑞
浪
（
淳
揮
う
噂
呪
駕
叛
は
平
年
私
胡
ト
は

神
主
用
い
貞
ノ
引
∵
な
く
な
ゐ
）
な
か
で
あ
る
。

【p　淵、

1
．
第
五
群
風
の
碑
左
耳
を
、
＼
机
に
迫
い
朝
敦
賛
再

○
蚤
進
入
五
千
（
三
三
）
彫
ご
桝
は
オ
寺
本
絶
ド
ま
〕

喜
仝
勺
－
梼
　
出
・
＼
　
　
L
t

セ
乍
入
　
管
－
星

〔
答
か
薪
．
戦
－
研
一
吾
平

○
東
ま
た
摩
周
藷
研
卑
官
載
思
慕
上
碑
丈
や
無

音
今
ト
匁
　
巌
⊥
催
　
財
∵
皐
　
鳴
－
津

【
剖
全
整
牢
　
不
戦
　
館
㍉
カ

。
拍
最
鯛
増
進
芳
翠
を
言

［
音
色
了
－
知
　
手
・
窒

［
朝
会
大
l
勘
　
云
l
何
．
及
－
与

0
雷
す
登
嵐
仲
三
昧
許
芸
丁
を
工
員
へ
痺
士
束

界
丁
迫
い
）

六

チ

タ

し

て

　

、

　

t

・

ン

サ

ハ

［
ヰ
色
相
l
藷
　
受
・
ロ

［
刊
今
茹
り
ガ
　
塊
．
転
と
　
裏
最

、
、
れ
・
り
は
∵
キ
専
守
鋤
の
β
頑
の
・
7
ち
戎
弟
久
は
、
＼
れ
ト
尋
手
ろ

α
0β

朝
裾
牙
埠
C
流
を
祭
る
も
の
で
あ
る
．
塑
－
蔓
す
剥
げ
用
い

ム
爪
否
乙
蹄
骨
子
妥
後
瑚
巨
は
用
い
・
ク
腔
な
く
な
っ
た

2
．
弟
七
群
敗
の
賓
惟
乱
熱
の
刊
郎
孝
命

○
果
す
献
硬
度
賓
乾
五
九
分
T
（
三
と
殿

［
甘
仝
碗
去
つ
オ
●
年
　
季
観
て
．
苧
観
て

［
恕
〕
事
l
粟
　
職
完

軋
－

一

1

　

－

－

心

〇
三
官
耽
象
上
条
三
号
（
丁
…
果

［
甘
舎
弼
・
軋

［
制
令
】
瑚
I
や

0
人
東
急
髄
会
え
庫
載
金
殿
義
輝
姓
合
卑
（
一
三
）
溌

［
甘
空
費
討
．
革
壷
．
事
蔽

ウ

　

⊥

⊥

T

け

【
訓
会
吾
群
　
凡
　
設
．
谷
　
迫
‥
喝
′

0
人
え
息
社
会
文
庫
蔵
人
8
龍
鼻
揮
確
喜
（
l
・
喜
敗

耳
舎
郵
・
癖

L
訓
告
照
射

0
喜
苛
碁
重
層
蕾
忍
堅
最

〔
ヰ
告
専
↑
亀
モ
ノ
　
ザ
祖

【
訓
告
東
．
舵

○
屋
蕗
内
語
草
至
言
最

［
音
今
細
り
〉
友
　
舟
－
彗
ろ
　
率
壷
（
冬
）



〔
訓
告
璃
‥
市
　
だ
．
朝

イ
L
r
ナ
4
一
丁

辛
一
一
里

′
’
r
l
　
†
一
ノ

（
ふ
一
一
）

首
樺
は
鼠
は
、
†
食
後
瑚
ド
剣
幕
ま
た
と
1
－

1
ろ
ヲ
プ
⊥
空
言

あ
っ
て
・
を
珠
江
怒
蕎
統
・
サ
で
も
Å
円
等
王
啓
且
の

人
々
の
明
に
珂
い
ろ
五
六
も
の
で
雷
．
．
ヰ
要
す
瑚
ド
乙
見
回
が

久
乍
互
恵
叫
の
槽
の
早
馬
い
ら
れ
た
・
、
と
と
、
各
庁
の
私
用

l
こ
ぶ
い
て
、
何
ら
が
の
廟
球
が
あ
ろ
．
t

J
．
各
〆
翼
の
刊
君
．

〇
屠
山
垂
草
魚

盲
舎
粛
∵
塙
半
・
彗
一
・
度
．
軋
∴
㌢

【
利
率
〕
札
．
明
朝
－
鶴
野
輿
顛
逼

・
の
時
期
の
希
再
発
長
岡
専
墜
入
省
芹
比
叡
耳
の
伸
と
1

几
る
．

ヰ
・
皐
二
群
発
・
車
一
一
隻
の
蟄
吋

○
碑
咽
て
井
草
1
生
者
怖
紳
毘
心
鐸
♯
粗
（
ま
す
タ
挽
魚
）

盲
今
週
l
新
株
・
画
聖
軋

【
訓
告
暫
衆
．
隼
雪
、
け

○
吾
教
会
釦
後
町
宮
路
出
を
瀾
錐
を
泉
子
へ
孝
へ
三
吾

鼠
（
丸
久
孝
三
卦
雫
私
）

盲
ふ
十
速
・
隼
、
、
、
l
ド
麟
∵
勘
て
礼
l
軒

［
訓
合
札
－
取

β
周
は
、
青
倉
是
の
組
線
、
鼠
官
長
骨
仁
の
徽
後
置

列
す
る
l
の
で
ヰ
冬
で
調
ド
乙
鼠
風
の
朝
風
硬
骨
さ
寛
と
ブ

ろ
尊
い
葛
で
あ
カ
・
葺
絶
望
は
・
藩
の
艶
笑
は
、
し

爪
に
誓
も
の
ト
は
斗
脅
す
凋
。
宗
が
可
健
が
凡
て
い
ろ
．
′

す
、
乙
昨
箇
甘
潤
い
，
り
化
け
く
7
台
が
、
望
大
台
席
比
叡
山

の
†
茹
だ
等
れ
穴
覆
用
品
督
榊
l
青
。
サ
軸
†
＼

机
．
丈
呵
じ
比
叡
山
町
同
の
鼻
　
群
謡
の
製
革
L
も
用
て

い
．
ろ
・
ヤ
い
す
式
が
∵
を
信
に
葱
の
中
で
引
地
ず
れ
∴
漸

次
康
ま
っ
て
行
7
た
状
瑞
が
草
軋
る
．
そ
れ
は
え
ー
て
把
の
孫

絶
ド
も
次
芥
鼻
3
7
て
行
っ
た
・
わ
し
い
．

〆
・
瑚

1
・
園
皆
朱
の
亨
1
1
卵
牙
へ
彗

○
高
野
山
人
膚
叡
尊
整
各
界
綴
米
債
九
号
（
一
。
忘
）
無

し
号
笠
暗
ふ
∵
雪
上
（
告
）
．
寮
簸
て
号
か
香
）

◎
苧
能
誓
悔
、
、
、
里
討
至
苧
鞄
メ
軒
）

せ
1

［
別
会
場
唇
／
及
－
禁
を
）
　
坪
l
喝
へ
告
）

㊤
彪
蒜

2
．
中
晩
賭
正
鮭
の
萎
督

○
農
芸
漣
孝
程
す
粗
へ
珂
耳
わ
祭
）

0

1

′

ユ
ノ

／



【
辛
舎
乃
－
咋
倉
●
藷
洛
－
吐
（
ゑ
一
）

・
［
訓
告
及
－
与
（
鬼
こ

3
・
東
大
亨
森
宗
誉
利
発
沓
剰

○
声
和
書
骨
子
希
珂
維
上
下
泉
質
享
（
丁
七
九
）
放

ユ
サ
・
1

［
音
今
⑳
彗
砂
∴
聖
癖
し
彰
・
私
、
油
・
埠

◎
疎
－
郵
亘
と

ク
一
′

前
会
㊦
批
－
鱒
轡
朗
て
野
l

ヒ
郡
上
－
塊

◎
怒
毒

〆
頬
は
、
β
額
の
敬
望
見
、
り
れ
る
も
の
で
寺
谷
圭
キ
ク
C

級
線
、
刊
本
を
声
奇
ク
の
級
紋
で
泉
す
も
の
で
あ
る
．
ヰ
妥
枚
瑚

ド
そ
の
尽
同
列
さ
え
鵜
の
ろ
も
の
で
あ
る
、
＼
と
が
手
肇
の
甘
料
で

は
中
り
れ
ろ
。
ヲ
プ
ト
発
か
つ
見
る
と
、
豊
艶
、
A
が
、
＼
八
と

瑚
仏
う
め
カ
姻
斗
の
す
結
欄
正
発
に
ま
l
こ
伺
∵
ケ
れ
、
後
に
把
の

認
紙
l
こ
も
次
昇
l
こ
顔
ま
フ
穴
と
考
え
ら
れ
カ
・

．
打
撃
方
案
さ
れ
な
の
は
、
会
務
の
磯
髄
？
フ
上
戸
舎
製

と
が
か
化
さ
れ
る
∫
う
に
な
フ
て
、
そ
れ
に
働
絶
す
る
形
の
且
い

－
心
持
で
は
位
置
の
且
T
と
も
7
と
叫
空
と
皇
蕊
腎
臓

完
綽
泉
、
紛
れ
ろ
い
す
久
左
耳
～
と
∵
フ
豊
の
追
い
よ
1

も
、
ガ
オ
ラ
と
再
考
り
と
∵
フ
佐
直
の
追
い
で
匠
刺
し
－
う
と
レ

た
た
の
で
あ
ろ
う
．
嬉
し
、
・
＼
の
瑚
の
着
で
H
右
揖
例
に
軋
る

伽

よ
・
7
仁
者
会
孟
卑
晶
琴
哀
す
の
と
菜
に
、
す
久
の
縦
練

で
友
了
＠
り
荊
∵
ヱ
用
い
ら
れ
て
い
て
、
逆
接
的
択
鰭
と
示
す
も
の

が
め
カ
．
か
く
て
、
〆
瀬
が
β
翠
長
上
収
坤
を
す
武
と
l
て

次
序
に
宜
者
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

ニ
、
会
斉
の
賞
能
事
化

粗
放
耳
拝
は
、
会
符
が
す
寺
領
号
か
刊
頂
み
と
乏
匪
射
せ
ず

、
平
八
放
線
で
吋
で
桐
；
れ
ろ
月
額
の
司
例
主
部
ト
は
草
々

が
、
入
智
者
舎
忠
言
錘
要
よ
フ
て
巨
利
了
孟
項
、

大
は
〆
額
に
噴
い
て
行
く
・
会
符
の
俄
能
が
、
斉
な
る
迫
今
泉

－
友
野
「
、
す
す
脅
奈
落
と
；
歌
髄
と
套
蔑
み
の

漣
本
と
い
う
歌
髄
！
・
こ
舎
し
て
そ
れ
で
仕
盲
号
ろ
オ
崩
と
与

、
吉
備
l
。
形
ク
．
、
し
の
倉
の
脅
い
玄
慧
肯
倉
し
て
行
く

わ
ヴ
で
あ
る
．

姥
玖
瑚
末
・
恩
好
け
勧
告
な
る
と
・
各
庁
の
う
り
ヰ
入
荷

が
、
・
．
ニ
ケ
の
堤
本
を
泉
了
と
い
う
麦
の
麓
と
は
会
く
利
の
・

勝
雇
ド
解
化
す
る
こ
と
も
把
雪
声
琴
て
来
ろ
．
そ
れ
ほ
二
つ

の
亨
象
長
め
与
れ
る
．

各
一
C
潜
化
持
、
隻
の
亨
の
花
数
へ
の
＃
化
で
あ
る
．
雁
叉

の
武
丘
の
事
摘
－
。
つ
り
て
ほ
筑
－
。
藷
魂
で
渚
速
ヾ
た
と
、
、
ろ
で



あ
肇
要
す
る
に
・
農
は
、
接
藷
す
べ
き
布
け
堅
返
軍
産
す

と
い
う
厚
別
が
生
じ
た
詫
玖
箪
票
賢
・
返
領
の
葉
が
一

才
音
迫
る
佃
さ
三
幸
以
上
迫
る
働
さ
、
後
衛
で
長
い
立
領
と

今
竹
し
て
す
常
ぐ
れ
、
ぞ
仕
で
れ
－
貴
君
形
の
返
畢
素
曝
＼

セ
て
用
い
る
粟
妾
か
ら
、
孝
仕
ま
で
華
か
‡
三
言
迫
頂
礼

烏
預
甲
の
建
乳
と
し
て
頚
蕃
～
れ
な
も
の
で
あ
る
．
そ
の
初
見
は
、

九
線
か
矢
越
思
千
丁
承
受
一
手
（
二
三
魚
の
、

苧
甲
現
ゝ
泉
咤
レ
甥
敵
・
彗

手
の
ー
1
貰
l
＝
は
膵
の
彬
ト
変
形
し
っ
っ
盛
荒
川
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
・
こ
の
雁
祭
の
お
宮
が
・
m
初
出
項
の
離
態
が
絶

縁
を
基
線
と
し
て
布
1
こ
創
芸
形
で
あ
る
こ
と
、
∽
庫
畳
が
頒
亨

と
接
す
と
の
す
久
で
あ
る
こ
と
、
卸
輿
に
諾
領
鼻
で
ぁ

る
・
急
行
？
－
吉
を
こ
の
鰯
三
豆
蕎
室
温
長

者
し
た
の
小
雪
て
二
号
迫
頂
の
蚤
は
サ
ド
か
刊
の
迫
領
と

前
提
と
．
す
る
㌻
・
珂
妄
望
昌
雪
度
仇
と
し
て
賓
が
衝

た
す
？
と
が
て
い
、
〔
な
㌢
与
え
て
、
ヰ
音
鼻
す

き
、
、
＼
机
と
一
朝
変
形
さ
せ
た
と
、
、
ろ
ド
め
る
と
え
ら
け
ろ
．
1
＼

す
れ
廿
、
こ
汁
が
序
言
拷
化
の
亨
象
と
な
る
・

多
一
の
璃
化
は
、
放
せ
化
を
小
の
債
解
を
塘
フ
た
、
…
で
あ
る

・
譲
与
と
訓
晋
の
で
な
く
葺
で
藷
す
る
朝
潮
革
お

い
て
、
孝
毒
J
去
藩
の
よ
う
に
す
す
音
字
る
う
ち
、
左

官
奮
貫
等
が
を
ノ
音
の
揚
告
は
、
柁
玖
剥
落

在
官
登
仙
す
る
、
、
と
が
あ
る
．
、
＼
の
告
化
の
冬
草
篠

髄
と
・
守
矢
放
線
が
鷹
フ
た
塚
科
の
存
す
る
・
、
と
．
壬
、
渚
を
奇

（
注
け
）

民
が
オ
寮
さ
れ
等
・
、
れ
て
い
る
・
そ
の
初
歩
例
は
、
乍
空
巌

礼
應
管
婆
へ
ヘ
ヰ
（
夏
七
）
勲
と
さ
れ
る
．
、
＼
れ
打
者
こ
れ
韓

化
の
孝
象
で
あ
ろ
．

賃
へ
崩
化
易
埠
明
今
呵
周
と
、
隼
化
を
事
初
出
明

島
劇
と
が
・
蛇
放
瑚
不
倦
和
事
し
て
哀
す
る
。
彗

怨
す
く
綿
菩
提
く
、
、
＼
の
号
の
璃
化
の
孝
な
7
た
か
荷

の
、
す
か
碑
と
し
て
の
農
、
唐
音
が
学
た
埠
司
㌣
。
項
の

少
し
前
で
あ
フ
た
、
J
と
と
蘭
堵
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
、
て
し
て
み

る
と
、
、
し
の
帝
化
の
号
の
事
を
、
逆
仁
譲
生
食
に
封
ヴ

る
B
輿
青
谷
符
が
中
冬
の
放
線
ぐ
、
朝
心
符
が
左
耳
ク
で
あ
り

言
直
別
了
″
）
・
の
若
1
た
こ
と
き
督
す
る
、
、
と
に
な
る
C
で

あ
る
。

三
、
焚
進
の
厚
理

、
し
の
さ
っ
ト
、
会
務
は
賓
・
儲
倉
潮
音
る
と
、
一

才
で
急
ぐ
鋸
の
破
僻
事
瀦
化
す
る
こ
と
も
生
と
い
わ
臣
木
屑

／．〃丁
／



と
し
て
告
甘
徴
智
輝
余
誉
の
で
雷
が
、
本
冬
の
増
す

主
了
肯
舌
芸
上
の
且
緒
ど
纏
ま
ク
で
あ
る
・
＼
と
き
拝
す
礁

熊
川
各
項
岸
も
層
へ
し
た
周
禁
有
線
上
村
か
れ
て
い
る
．

、
＼
の
木
本
の
徴
髄
ド
つ
い
て
、
早
年
初
潮
㌻
乎
骨
後
刻
去

る
時
代
的
雅
璽
斥
う
礎
化
と
眺
め
る
と
・

叫
子
年
わ
周
は
A
親
だ
り
で
あ
る
。
即
ち
、
本
符
は
耳
な
る
且

谷
と
∵
7
線
髄
を
泉
す
だ
け
で
あ
フ
て
、
遽
舎
中
を
す
す

碩
ふ
と
や
刊
領
み
ト
い
う
碑
能
の
弟
圭
よ
フ
て
形
と
異
に
す

る
と
い
ラ
、
水
化
が
木
だ
行
わ
れ
て
い
甘
か
っ
た
．

？
寺
平
朝
生
八
部
余
の
賛
碑
が
バ
瀬
で
あ
る
が
、
嘉
の

賛
埠
ド
β
頑
の
周
渚
が
後
れ
ろ
．
・
＼
れ
隼
各
席
の
す
仁
一
乍

骨
頂
李
か
刊
骨
窓
の
別
々
の
親
衛
と
篠
や
∵
そ
れ
で
れ

の
礁
聖
嵐
超
し
て
異
な
る
舛
可
を
ー
匝
畳
の
直
＝
と
し
て
ー

与
え
る
と
∵
7
、
か
化
の
生
じ
た
・
、
と
主
音
す
る
。
、
ゝ
の

β
願
の
画
法
は
、
各
館
比
叡
耳
の
乙
笹
塚
っ
櫓
の
明

年
り
生
じ
、
誇
り
剖
骨
に
奇
行
わ
解
る
．

勘
半
農
ド
ほ
、
八
朔
も
行
わ
れ
る
が
、
∂
瀬
音

上
夢
わ
ー

ま
各
F
偉
彷
承
山
の
中
で
瑛
ま
う
後
に
は
化
禾
絶
l
こ

ま
で
次
昇
に
及
ん
で
行
く
．
、
、
れ
と
共
に
、
〆
瀬
と
し
て
す

蓬
写
蕗
賢
冨
孟
骨
羞
孝
、
ゼ
て
、
葬
制
傍
へ

亀
′
／

吉
放
球
が
友
す
。
で
雪
ぎ
萄
ド
し
て
、
ダ
毒

÷
和
利
簿
与
と
∵
7
線
館
の
腹
に
封
書
新
星
さ

有
朋
膚
に
衣
か
学
7
と
凰
み
る
事
生
じ
た
．
り
了
解
′
1

割
富
マ
ヤ
超
憲
　
サ
ト
で
後
出
の
脅
　
タ
ク
ト
鷹
揚

の
朝
野
宮
村
に
見
与
れ
出
す
．

の
よ
っ
隻
る
。
、
＼
れ
ド
ま
と
、
月
類
去
し
て
β
黎
暫

く
、
〆
噸
げ
え
l
茄
∴
す
句
へ
の
脅
、
で
あ
る
こ
と
が
事
り
が

で
．
め
る
．
そ
れ
が
碕
朝
を
割
し
つ
つ
、
古
紙
（
使
用
者
の
銘
放
・

流
氷
）
に
よ
7
て
痙
化
し
て
い
ろ
り
で
あ
る
・

、
＼
れ
を
焚
昼
と
花
え
る
な
ケ
酔
∴
そ
、
＼
ト
は
、
乎
若
潮
ド
け

質
す
簿
告
套
刊
堵
み
と
の
埠
俄
と
巾
と
が
未
定
で
あ
7
在
も

の
が
、
字
骨
頂
み
と
セ
刊
領
み
と
き
号
ろ
碓
肝
と
し
て
且
す

み
こ
と
1
。
よ
フ
て
そ
れ
や
仕
ド
艮
な
る
叶
形
1
即
ち
接
崖
の
旦

“
上
手
昔
と
∵
フ
含
羞
じ
た
現
象
長
巾
ろ
こ
と
が
畠

来
ろ
．
奈
化
か
大
化
へ
の
戒
告
元
手
貰
す
聖
人

台
仔
生
江
叡
山
の
僧
の
申
ぐ
）
臭
う
．
河
応
の
†
で
漸
増
原
が
う

っ
っ
、
や
が
て
把
市
乳
ド
も
攻
矛
l
く
虜
て
フ
て
管
＼
ヤ
r
・
＼

の
た
し
た
脅
い
曳
含
債
埼
言
妄
言
、
そ
の
者
の
．
・

昔
甘
・
去
ナ
て
、
、
れ
と
璃
才
力
毒
っ
て
盲
義
明
で
カ

、
、
と
が
お
象
る
．



夏
至
望
皇
軍
翌
萎
笠
・
せ
李
朝
今
の
か
化
が

生
長
と
キ
＼
、
寺
本
符
が
す
各
級
掛
長
岡
し
、
潮
水
符
若

者
～
の
管
領
レ
た
富
享
牙
之
右
ド
、
先
ず
、
青
倉
等

†
犬
の
箆
と
1
た
の
は
、
ヰ
育
わ
期
も
笹
崩
に
り
る
と
亨
ヰ

領
み
と
萄
宗
木
か
化
と
け
い
フ
て
も
号
音
碑
み
が

優
桝
的
ド
ク
く
官
て
い
た
・
、
と
が
、
盤
蕊
T
、
余
化
蒜
レ

て
l
臭
の
放
球
宣
命
符
豪
雪
そ
し
と
仁
ウ
つ
・
六
の
で
．
あ

み
！
㌔
次
ド
・
剖
符
左
耳
ク
の
徽
隼
と
し
た
の
け
－
恕

梓
と
・
て
笹
が
温
㌢
ろ
。
け
中
泉
以
外
で
は
者
，
左
耳

～
で
あ
方
－
逐
ノ
の
声
傍
の
例
が
椅
我
音
大
へ
藷
孝
の
方

修
の
例
が
侃
患
・
戎
グ
ゥ
と
の
丈
亨
の
孝
入
れ
と
い
ク
笹
別
嶺

が
、
墓
守
瑚
I
。
は
生
じ
か
け
て
い
穴
が
う
で
あ
タ
フ
．
、
、
？
し

こ
は
迫
歌
が
早
賛
勅
割
注
主
と
し
て
弟
嫁
ド
僻
右
と
呵
摩
し
て

孝
金
・
ウ
打
て
ヾ
た
の
に
、
平
安
干
潮
に
は
鬼
塚
ド
ガ
フ
て
、
卑

官
し
て
見
骨
産
出
し
た
「
芸
が
ん
吾
が
声
傍
ド
琴
た

こ
と
百
も
窺
毘
る
・
が
く
て
、
符
嘗
し
て
の
卦
鼻

倖
の
す
と
汲
ん
だ
、
と
孝
え
タ
れ
カ
の
で
あ
る
．

会
符
の
聖
賢
曹
与
れ
た
1
本
介
化
が
与
か
化
へ
L
は
、
孝

匡
ふ
符
だ
り
若
く
、
泉
覚
え
の
ガ
す
が
に
も
施
す
ろ
席
控
と
孝

え
ら
れ
カ
．
例
え
で
方
に
述
べ
た
進
発
昌
す
る
雁
放
れ
塔
且

与
の
一
っ
で
今
、
勺
物
見
が
句
各
館
管
長
吾
婆

に
J
フ
て
ふ
化
～
せ
る
、
主
も
そ
、
ク
で
め
る
．
え
、
耳
上
組
甘

し
て
奈
化
で
あ
っ
た
す
か
ち
・
1
忍
」
を
舎
†
、
せ
え
に
1
テ

一
一
へ
ノ
黙
し
「
ヲ
プ
ト
焦
し
互
か
化
さ
せ
た
ク
1
返
放
し
と
令
息
丁
せ

る
、
∴
r
与
良
吠
し
た
、
、
れ
与
の
名
の
塔
且
や
、
橡
右
の
す
か
、
グ

「
か
た
が
ん
な
し
更
訂
丁
せ
た
、
＼
と
乏
艮
吹
す
る
、
＼
の
患
番
の

釈
且
も
子
7
で
あ
る
．
、
＼
れ
ら
は
、
そ
の
永
常
ド
お
り
る
威
儀
を

告
知
が
く
ネ
呼
し
て
・
膿
館
の
水
化
と
宙
脅
す
こ
と
ト
J
つ

て
、
そ
れ
で
票
骨
穫
す
る
櫛
1
毒
箆
と
し
て
の
産
ヤ
免
承

主
音
亀
し
た
も
の
と
カ
ぇ
与
れ
る
ク
で
あ
る
．

本
符
の
更
迭
は
、
阜
l
こ
友
党
を
磨
竿
号
音
、
そ
れ
が

頚
の
常
幸
紅
の
締
着
の
壇
超
と
も
解
脅
威
確

を
琴
て
い
ろ
が
グ
大
き
く
け
藩
命
頂
膏
え
箪
－
て
仲
雪

け
ウ
れ
な
け
れ
l
晴
有
ら
な
い
．

（珪）
（
1
）
富
吼
え
ず
番
君
国
浄
牌
鞄
研
軒
縄
簡
易
、
「
護
の

碑
風
－
こ
つ
い
て
し
　
た
富
豪

（
毒
驚
巌
と
堕
憩
の
貰
そ
の
上
の
が
票
†

勾
留
本
位
と
が
易
者
惨
を
骨
†
＼
芸
と
が
の
朝
野
貸

酵



呵
£
上
部
放
資
増
毛
の
多
い
。
例
え
舟
畢

賓
票
落
上
の
辛
冬
働
忽
常
が
号
で
あ
る
。
え
、
八

束
食
客
静
夫
冬
季
（
八
さ
及
筈
倉
見

、
わ
れ
年
い
。
、
＼
れ
ド
は
建
段
息
く
潤
い
タ
れ
千
、
埼
乳
と

丸
写
れ
る
。

T
）
鷺
蒔
凱
普
号
＼
入
れ
た
腎
は
ヤ
、
互
丁
ヤ
濱
J

ク
に
祭
も
の
も
め
る
が
、
ヰ
冬
勿
期
末
符
の
費
と
し

て
は
中
英
で
あ
フ
て
、
ガ
凍
ケ
ヤ
復
号
吏
芽
老
君
息

の
ゥ
れ
な
い
。

（
ヰ
）
音
堵
み
の
親
告
、
躇
禁
級
告
及
㌘
ど
す
受
動

可
、
齢
急
l
旬
朝
の
け
い
穴
顛
告
周
布
力
旬
笠
l
こ
よ

る
．

（
与
）
r
剖
熊
舞
と
割
箸
彗
L
鼻
九
坤
の
大
坪
膳
冶
博
士
の
刊
領

才
へ
l
こ
よ
る
。

受
革
新
服
～
序
　
群
発
の
劇
は
、
中
宙
乳
も
将
士
に
よ

ろ
．

（
2
、
＼
の
朝
を
大
坪
照
雄
博
士
は
1
ウ
タ
、
、
L
と
解
さ
れ
た
が
・

孝
孝
の
瑠
骨
で
は
「
ウ
タ
、
シ
て
し
（
百
子
草
と
見
た
．

（
且
成
年
烏
賂
博
士
の
礪
を
に
よ
る
．

↑
）
「
裂
官
制
孝
粁
し
鼻
面
の
暴
言
部
首
へ

僻

ド
J
二
る
。

（
〃
）
凄
み
掛
将
士
の
瀾
査
ド
去
。

（
〟
）
劫
萄
「
暴
粁
羞
け
ゐ
雪
子
賓
の
位
置
し
（
。

肩
山
寸
の
厨
見
l
籾
繹
属
も
漣
虜
、
君
子
享
有
）

へ
ど
注
1
最
三
景
㌢

（
β
）
加
瀬
「
孝
幸
ア
周
の
級
彩
厚
庫
と
朝
領
域
L
（
蹄
音
と
囲
え

孝
絡
雷
1
九
書
が
泉
）
、
珂
1
乙
哲
の
朝
恩
賓

習
っ
“
て
し
（
ず
晶
久
を
甜
埠
乾
会
費
息
叩
祭

も
感
を
五
十
¢
阜
鼻
月
河
子
鮫
）

（
仲
）
万
曝
嗜
鷺
は
中
失
敬
線
が
セ
刊
の
豆
と
泉
す
、
、
と
き
神

埼
、
れ
て
い
ろ
（
時
空
王
手
十
月
祭
で
チ
屋
ノ
芸

け
ろ
剖
発
芽
率
教
を
。

（
げ
）
劫
薇
1
割
魚
賓
一
味
含
っ
い
て
の
教
卓
L
（
剖
発
語

と
喜
一
f
p
野
、
形
か
三
十
七
孝
十
二
月
）

（
坐
麓
「
喜
怒
蕗
卑
し
へ
利
発
帝
と
剖
藁
青
田
環

形
和
げ
丁
九
査
呈
甘
）

（
〃
）
諸
費
丸
明
「
孝
官
本
け
る
促
音
の
奉
か
鬼
し
（
図
九
号

放
希
六
十
九
兜
、
醇
か
五
十
年
十
月
）

／




